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　名古屋造形大学は令和４年４月に名古屋市、地下鉄名城公園駅の真上にある新キャンパスに移転しました（写真左上）。アートや
デザイン、建築やインテリア、エンターテインメント（ゲーム、映像、3DCGなど）を学べる芸術大学です。新しい都市型のキャン
パスで、次代を切り拓

ひら

くクリエイターの育成を使命とし、教育・研究・社会貢献活動に取り組んでいます。

写真提供　学校法人同
どうほう

朋学園　名古屋造形大学（愛知県名古屋市）
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令和 5年 1 2 月 1 日　第 3 1 2 号

助
成
業
務

　

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
か
か
る
令

和
５
年
の
会
計
検
査
院
実
地
検
査
は
、
４
年

10
月
か
ら
５
年
４
月
に
か
け
て
、
大
学
法
人

19
法
人
に
対
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
査
の
結
果
、
会
計
検
査
院
か
ら
「
補
助

金
が
過
大
に
交
付
さ
れ
て
お
り
、
不
当
と
認

め
ら
れ
る
」
と
の
指
摘
を
受
け
た
内
容
が
あ

り
ま
し
た
。

　

指
摘
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
補
助
】

・
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
賃

金
を
「
職
員
人
件
費
（
兼
務
職
員
）」

で
会
計
処
理
し
て
い
な
い
者
を
申
請
し

て
い
た
。

【
特
別
補
助
】

・
「
研
究
施
設
運
営
支
援
」
に
つ
い
て
、

研
究
活
動
に
直
接
必
要
な
経
費
と
は
認

め
ら
れ
な
い
経
費
を
計
上
し
て
申
請
し

て
い
た
。

・「
大
学
間
連
携
等
に
よ
る
共
同
研
究
」

に
つ
い
て
、
反
対
給
付
を
計
上
せ
ず
申

請
し
て
い
た
。

・
「
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対

策
分
）」
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
ら
な

い
経
費
を
含
め
て
申
請
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
指
摘
を
受
け
た
こ
と
は
誠

に
残
念
な
結
果
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
誤
り
に
つ
い
て
会
計
検
査
院
は
、

「
学
校
法
人
が
、
補
助
金
の
制
度
を
十
分
に

理
解
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
算
定
資
料
の
作

成
に
当
た
り
そ
の
内
容
の
確
認
を
十
分
に

行
っ
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
い
た
」
こ
と
な

ど
に
加
え
、「
事
業
団
に
お
い
て
、
学
校
法

人
に
対
す
る
指
導
及
び
調
査
が
十
分
で
な

か
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
摘
を
受
け
た
学
校
法
人
に
は
、
指
摘
事

項
に
か
か
る
改
善
策
等
を
検
討
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
私
学
事
業
団
で
も
、
制
度
の
理

解
が
深
ま
る
よ
う
周
知
方
法
や
調
査
票
記
入

要
領
の
見
直
し
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　

各
学
校
法
人
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
各
種

調
査
票
の
作
成
時
及
び
作
成
後
に
は
、
記
入

要
領
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
要
件
を
十
分
に

ご
確
認
の
う
え
、
補
助
金
の
算
定
基
礎
数
に

誤
り
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
根
拠
資
料
の
保
管
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

補
助
金
申
請
に
伴
う
根
拠
資
料
に
つ
い�

て
は
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
取
扱
要

領
、
交
付
決
定
通
知
等
に
お
い
て
翌
年
度
か

ら
５
年
間
保
存
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

会
計
検
査
院
の
検
査
に
お
い
て
も
、
過
去

５
年
ま
で
遡
り
、
根
拠
資
料
に
基
づ
い
た
説

明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
根
拠
資
料

が
な
い
た
め
に
不
当
事
項
と
な
る
事
例
が
多

数
あ
り
ま
す
。

　

補
助
金
事
務
の
ご
担
当
者
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
根
拠
資
料
の
整
備
・
保
管
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助�

金
の
第
一
次
交
付
に
つ
い
て
は
、６
２
５
法
人�

８
３
１
校
に
対
し
、
１
５
０
２
億
５
７
７
３

万
円
の
交
付
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
（
表
参

照
）。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
結
果

助
成
部
　
補
助
金
課

令
和
５
年
度

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

第
一
次
交
付

助
成
部
　
補
助
金
課

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部
　
補
助
金
課

一
般
補
助

補
助
金
総
括
係

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
２
９
７
・
７
２
９
８

補
助
金
第
一
係

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
０
４
～
７
３
０
６

　
　
　
　
　
　
　

・
７
３
２
４
・
７
２
９
９

特
別
補
助

特
別
補
助
第
一
係

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
０
８
～
７
３
１
０

特
別
補
助
第
二
係

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
１
２
～
７
３
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
７
３
２
５

私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業

補
助
金
第
二
係

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
０
０
～
７
３
０
２

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

　

交
付
対
象
費
目
は
、
専
任
教
員
等
給
与�

費
、
専
任
職
員
給
与
費
（
教
員
、
職
員
と
も

退
職
金
財
団
掛
金
補
助
を
含
む
）、
非
常
勤

教
員
給
与
費
、
教
育
研
究
経
常
費
、
厚
生
補

導
費
の
５
費
目
で
、
５
年
５
月
１
日
現
在
の

専
任
教
職
員
数
、
学
生
数
等
を
基
礎
と
し
て

算
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
教

職
員
福
利
厚
生
費
、
研
究
旅
費
、
認
証
評
価

経
費
、
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
経
費
、

改
革
総
合
支
援
事
業
及
び
特
別
補
助
に
つ
い

て
は
、
６
年
３
月
に
交
付
す
る
予
定
で
す
。

表　令和５年度　第一次交付額

区 　 　 分 法人数 学校数 当初予算 交付決定額
（資金交付額）

大 　 　 学
法人 校 千円 千円
541 581 － 144,169,167

短 期 大 学 83 248 － 5,959,809

高 等 専 門
学 　 　 校 1 2 － 128,754

合 　 　 計 625 831 297,839,928 150,257,730



3

令和 5年 1 2 月 1 日　第 3 1 2 号

助
成
業
務

助
成
業
務

　

学
校
法
人
か
ら
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
知
事
所
轄
法
人
に
お
い
て
は
、
所

轄
庁
の
指
示
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
指
示
に

従
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

過
年
度
分
の
高
等
教
育
の
修
学
支
援�

新
制
度
に
か
か
る
交
付
金
の
会
計
処
理

　

�　
　

令
和
５
年
度
に
な
っ
て
か
ら
、
日
本

学
生
支
援
機
構
よ
り
４
年
度
の
家
計
急
変

等
に
よ
る
減
免
対
象
者
へ
交
付
金
の
追
加

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
追
加
分
の
交
付

金
は
５
年
度
の
授
業
料
等
減
免
費
交
付
金

と
し
て
交
付
さ
れ
る
の
で
す
が
、
会
計
処

理
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
追
加
さ
れ
た
交
付
金
を
５
年

度
に
学
生
等
へ
還
付
す
る
場
合
の
会
計
処

理
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
。

　

�　
　

授
業
料
等
減
免
費
交
付
金
は
、
交
付

が
決
定
し
た
年
度
に
権
利
が
確
定
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
回
の
ケ
ー
ス
で

あ
れ
ば
、
５
年
度
に
お
い
て
、

　

（
大
科
目
）
補
助
金
（
収
入
）

　

（
小
科
目
）
国
庫
補
助
金
（
収
入
）

　

と
処
理
し
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
学
生
等
へ
還
付
す
る
場
合
は
、

還
付
を
決
定
し
た
５
年
度
に
お
い
て
、

　

（
大
科
目
）
教
育
研
究
経
費
（
支
出
）

　

（
小
科
目
）
奨
学
費
（
支
出
）

　

と
処
理
し
ま
す
。

内
部
監
査
室
に
か
か
る
部
門
計
上

　

�　
　

法
人
部
門
や
各
設
置
学
校
か
ら
独
立

し
て
い
る
内
部
監
査
室
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
の
部
署
に
か
か
る
経
費
や
人
件
費

は
、
ど
の
部
門
に
計
上
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

　

�　
　

内
部
監
査
室
は
理
事
長
直
轄
の
組
織

で
あ
る
た
め
、
学
校
法
人
部
門
と
し
て
取

り
扱
う
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
経
費
や
人
件
費
は
法
人
部

門
に
計
上
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
部
署
の

職
員
が
内
部
監
査
業
務
を
兼
務
し
て
い
る

場
合
、
人
件
費
は
職
員
の
発
令
を
も
と
に

部
門
計
上
し
ま
す
。
な
お
、
発
令
の
内
容

Q
１

A
１

Q
２

A
２

経
営
実
務
Ｑ
＆
Ａ

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
　
私
学
情
報
室

に
よ
り
い
ず
れ
の
部
門
の
職
員
で
あ
る
か

明
ら
か
で
な
い
場
合
は
、
主
た
る
勤
務

が
い
ず
れ
で
あ
る
か
に
よ
り
計
上
し
ま
す

（「
資
金
収
支
内
訳
表
等
の
部
門
別
計
上
及

び
配
分
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
昭
和
55
年

11
月
４
日　

文
部
大
臣
所
轄
各
学
校
法
人

理
事
長
あ
て　

文
部
省
管
理
局
長
通
知　

文
管
企
第
２
５
０
号
）
参
照
）。

部
活
動
指
導
員
（
外
部
委
託
）
に�

か
か
る
会
計
処
理

　

�　
　

中
学
校
に
お
い
て
、
一
般
企
業
と
委

託
契
約
を
し
、
部
活
動
指
導
員
を
派
遣
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場

合
の
支
出
に
対
す
る
会
計
処
理
は
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

�　
　

一
般
企
業
か
ら
派
遣
し
て
も
ら
う
場

合
は
、
企
業
と
学
校
法
人
と
の
委
託
契
約

と
な
る
の
で
支
払
報
酬（
経
費
）と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
へ
の
教
育
活
動
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　

（
大
科
目
）
教
育
研
究
経
費
（
支
出
）

　

（
小
科
目
）
任
意
の
小
科
目

　

�
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
本
人
に
対

し
て
非
常
勤
職
員
の
発
令
を
す
る
な
ど
雇

用
契
約
が
生
じ
れ
ば
人
件
費
と
な
り
ま
す
。

Q
３

A
３

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
６
～
７
８
４
８

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
に
か
か
る
費
用

　

�　
　

受
験
生
募
集
か
ら
入
学
試
験
受
付
手

続
き
ま
で
の
処
理
に
Ｗ
ｅ
ｂ
出
願
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

利
用
料
に
つ
い
て
、
教
育
研
究
経
費
と
し

て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

�　
　

募
集
広
告
か
ら
入
学
願
書
受
付
ま
で

の
諸
費
用
は
募
集
に
要
す
る
経
費
で
あ
る

た
め
、
管
理
経
費
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と

さ
れ
て
お
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
出
願
シ
ス
テ
ム
で

も
同
様
に
「
管
理
経
費
（
支
出
）」
と
し

て
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

た
だ
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
出
願
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
は
複
数
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
、
受
験
票
の
印
刷
な
ど
入
学
選
抜

試
験
に
直
接
要
す
る
機
能
を
有
し
、
機
能�

の
割
合
等
で
明
確
に
按
分
で
き
る
場
合
は
、

費
用
の
一
部
を「
教
育
研
究
経
費（
支
出
）」

と
し
て
処
理
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

Q
４

A
４
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助
成
業
務

事
業
団
資
金
で
明
日
を
拓ひ

ら

く

〜
事
業
団
融
資
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
学
校
紹
介
〜

学
校
法
人　

同ど
う

朋ほ
う

学
園

対
象
校　

名
古
屋
造
形
大
学

所
在
地　

愛
知
県
名
古
屋
市

対
象
事
業　

校
舎
新
築

　

学
校
法
人
同
朋
学
園
は
「
同
朋
和
敬
（
ど

う
ぼ
う
わ
き
ょ
う
）」
を
建
学
の
精
神
と
し

て
掲
げ
、
人
と
人
、
人
と
社
会
の
関
わ
り
を

大
切
に
す
る
学
校
法
人
で
す
。
名
古
屋
造
形

大
学
は
、
美
術
表
現
領
域
、
視
覚
表
現
領
域
、

地
域
建
築
領
域
、
空
間
作
法
領
域
、
情
報
表

現
領
域
の
五
つ
の
領
域
を
軸
と
し
た
教
育
を

展
開
す
る
大
学
で
す
。

　

今
回
訪
問
し
た
名
城
公
園
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

令
和
４
年
４
月
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
伴
い

新
築
さ
れ
た
、
名
古
屋
市
営
地
下
鉄
の
駅
の

真
上
と
い
う
好
立
地
に
位
置
す
る
施
設
で
す
。

新
校
舎
の
建
築
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

企
画
・
立
案
さ
れ
た
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

名
古
屋
造
形
大
学
は
昭
和
42
年
４
月
、
名

古
屋
市
中
村
区
に
設
立
さ
れ
た
名
古
屋
造
形

芸
術
短
期
大
学
が
そ
の
は
じ
ま
り
で
す
。
そ

の
後
１
９
８
０
年
代
は
、
全
国
ど
こ
の
大
学

も
学
生
数
が
伸
び
た
時
代
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス

が
手
狭
に
な
っ
て
い
き
、
郊
外
へ
出
て
い
く

流
れ
の
中
で
、
本
学
も
例
に
漏
れ
ず
愛
知
県

小
牧
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
し
ま
し
た
。
平

成
２
年
に
名
古
屋
造
形
芸
術
大
学
を
設
置

し
、
平
成
20
年
に
名
古
屋
造
形
大
学
へ
と
名

称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
時
代
が
変
わ
り
、
次
第
に
受
験
生

た
ち
の
地
元
志
向
が
強
く
な
り
、
通
い
や
す

さ
が
一
つ
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
た
た
め
、

ど
こ
の
大
学
も
都
心
進
出
と
い
う
時
代
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
の
学
園
で
も
、

都
心
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
活
用
で
き
る
場

所
を
探
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
名
城
公
園
キ
ャ
ン
パ
ス
は
も
と
も

と
国
有
地
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
売
り
に
出

さ
れ
て
い
た
の
で
、
手
を
挙
げ
ま
し
た
。
ま

ず
、
主
だ
っ
た
こ
と
を
決
め
る
た
め
に
、
学

園
各
機
関
の
長
や
理
事
を
含
む
「
移
転
実
行

委
員
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
建

築
の
た
め
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
立
て
る
に

当
た
り
、
大
学
の
主
だ
っ
た
教
職
員
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
そ
の
チ
ー
ム

に
設
計
事
務
所
の
方
を
迎
え
一
緒
に
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
建
築
現
場
で
定
例
の
会

議
を
行
っ
た
り
、
施
主
・
設
計
者
・
施
工
者

の
三
者
の
代
表
者
で
、
逐
一
こ
と
の
進
み
具

合
を
確
認
す
る
な
ど
し
て
進
め
ま
し
た
。

　

建
築
に
当
た
っ
て
、
こ
れ
か
ら
地
域
住
民

の
方
々
に
「
芸
術
大
学
が
来
る
」
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
や
建
築
資
材

の
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
大
変
な
状
況
の

中
で
も
、
心
を
込
め
て
施
工
し
て
い
た
だ
い

た
建
築
現
場
の
作
業
員
の
方
へ
激
励
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
一
緒
に
何
か
で
き
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学
生
た
ち
に
協
力

を
依
頼
し
て
、
建
築
現
場
の
仮
囲
い
に
ア
ー

ト
を
制
作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち

が
絵
を
描
い
て
い
る
際
、
地
域
の
方
々
よ
り

通
り
が
か
り
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と

も
多
く
、
と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
し
た
。

新
校
舎
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
特
に
工
夫
さ

れ
た
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
真
下
に
地
下
鉄
が
南
北
に

走
っ
て
い
る
と
い
う
制
約
が
あ
る
土
地
の
た

め
、
そ
こ
を
避
け
て
建
物
を
建
て
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
負
荷
を
か
け
な
い
よ

う
に
、
東
西
に
２
棟
ず
つ
計
４
棟
で
３
階
分

相
当
で
基
礎
と
な
る
建
物
を
立
ち
上
げ
て
い

き
、
そ
の
上
に
大
き
な
１
０
４
ｍ
四
方
の
正

方
形
の
４
階
を
乗
せ
る
形
に
し
ま
し
た
。

　

４
階
が
正
方
形
の
ス
タ
ジ
オ
に
な
っ
て
い

て
、
壁
を
で
き
る
だ
け
作
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
た
。
隣
の
領
域
が
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
を
あ
え
て
丸
見
え
に
し
て
、
分
野
や
学
年

を
超
え
て
や
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、

学
生
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
る
と
考
え
た

た
め
で
す
。
３
階
は
共
同
工
房
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
に
は
工
房
を
集
め
て
、
さ
ま�

ざ
ま
な
制
作
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

建
物
の
１
・
２
階
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
、
図
書
館
、
ホ
ー
ル
、
ア
リ
ー
ナ
な
ど
が

あ
っ
て
、
四
つ
の
棟
に
囲
ま
れ
た
空
間
は
吹

き
抜
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
15
の
小

部
屋
を
作
り
、
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
画
材
店

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
外
部
の
方
に
ど

ん
ど
ん
来
て
い
た
だ
き
、
学
生
や
教
職
員
と

交
流
し
て
も
ら
う
こ
と
の
で
き
る
場
に
し
て

い
ま
す
。

　

上
層
の
創
作
・
研
究
の
場
と
、
下
層
の
交

流
の
場
が
上
下
で
直
結
し
て
い
る
、
同
じ
建

物
の
中
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特

長
、
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

耐
震
構
造
に
関
し
て
も
工
夫
を
し
ま
し

た
。
建
物
を
覆
う
よ
う
に
格
子
状
の
外
壁
を

立
て
て
い
ま
す
が
、
外
側
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
、
中
は
鉄
板
で
す
。
最
新
の
方
法
で
作
ら

れ
た
穴
の
開
い
た
外
壁
は
、
耐
震
計
算
・
実

験
を
経
た
、
非
常
に
強
い
壁
で
す
。
建
物
全

体
を
通
し
て
無
彩
色
で
色
味
を
付
け
て
お
ら

ず
、
垂
直
・
水
平
の
ま
っ
す
ぐ
な
線
を
基
本

と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
箱
型
と
な
っ
て
お
り
、

創
作
を
し
て
も
の
を
作
り
出
し
て
い
く
場
と

し
て
基
本
的
な
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

地域との交流の第一歩（仮囲いペイントプロジェクト）
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よ
う
な
飾
り
壁
が
耐
震
構
造
に
な
っ
て
い
る

建
築
物
は
非
常
に
珍
し
く
、
飾
り
だ
け
で
は

な
く
耐
震
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

特
長
で
す
。

学
内
施
設
等
が
新
し
く
な
り
、
学
生
や

教
職
員
、
保
護
者
か
ら
の
反
応
は
い
か
が

で
す
か
。

　

教
職
員
は
設
計
段
階
か
ら
建
築
の
全
容
を

知
り
、
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
い
く
う
え
で
使

い
勝
手
に
関
す
る
要
望
を
出
し
合
っ
て
い
き

ま
し
た
。
要
望
が
反
映
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

れ
ば
、
建
築
設
計
を
考
え
た
方
の
意
見
に
従

う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
実
際
に
使
い
な
が
ら
、

勝
手
の
よ
く
な
い
点
を
調
整
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

保
護
者
や
生
徒
の
方
に
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
等
で
体
験
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

立
地
や
建
物
に
つ
い
て
の
好
評
を
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
近
は
以
前
よ
り
子
供
の
通

う
学
校
に
対
し
て
保
護
者
の
関
心
が
高
い
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
新
校
舎
で

の
入
学
式
に
は
今
ま
で
の
倍
以
上
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
定
員
オ
ー
バ
ー
の
た
め
別

会
場
で
中
継
映
像
を
映
し
て
行
う
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
学
生
・
保
護
者
・

地
域
の
方
か
ら
の
反
響
は
と
て
も
大
き
い
も�

の
で
し
た
。
い
ま
だ
に
多
方
面
か
ら
見
学
や
学

内
施
設
の
写
真
撮
影
の
依
頼
が
来
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
の
郊
外
の
立
地
だ
と
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
展
覧
会
を
開
催
し
て
も
多
く
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
よ
く
な
り
、

来
場
者
数
が
伸
び
て
い
ま
す
。
今
後
も
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
通
じ
て
、
地
域
の
方
へ
文
化
や
芸

術
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
機
会
を
提
供
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
校
舎
に
、建
学
の
精
神
や
教
育
理
念
な

ど
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
か
。

　

学
園
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
同
朋
和
敬
」

に
は
、
人
と
人
と
が
関
わ
り
な
が
ら
、
相
手

が
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
に
思
い
至
る
よ
う

な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
そ
の
精
神
を
芸
術
分
野
に
置
き

換
え
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り
を
深
め
て
い
く

と
と
も
に
、
い
か
に
社
会
に
作
品
を
発
信
し

て
い
く
か
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
も

の
づ
く
り
に
よ
っ
て
社
会
と
交
流
し
、
作
っ

た
も
の
が
人
の
共
感
を
得
る
こ
と
で
自
分
の

も
の
づ
く
り
が
認
め
ら
れ
る
。
社
会
に
影
響

を
与
え
な
が
ら
制
作
者
に
評
価
と
し
て
返
っ

て
く
る
。こ
れ
ら
の
こ
と
が
、ク
リ
エ
イ
タ
ー

と
し
て
の
成
長
を
促
す
と
考
え
ま
す
。

　

創
作
・
研
究
の
場
と
、
交
流
の
場
を
直
結

さ
せ
、社
会
と
の
交
流
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

建
学
の
精
神
を
施
設
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
期
的
な
目
標
と
し
て
は
、
も
の
づ
く
り

を
深
め
て
い
く
一
方
で
、
人
と
社
会
を
つ
な

げ
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
輩
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
面
の
目

標
と
し
て
、
都
市
型
の
芸
術
大
学
と
し
て
作

品
や
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
と
い
う
こ
と
を
、
都
市
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
つ
つ
、
我
々
か
ら

も
発
信
し
な
が
ら
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
建
物
は
、
名
古
屋
造
形
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
施
設
で
す
が
、
一
方
で
、
同
朋
学
園

全
体
の
施
設
と
し
て
も
捉
え
て
い
ま
す
。
同

朋
学
園
に
は
名
古
屋
造
形
大
学
の
他
に
同
朋

大
学
、
名
古
屋
音
楽
大
学
、
同
朋
高
校
、
同

朋
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。

　

名
古
屋
音
楽
大
学
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
ホ
ー
ル
を
コ
ン
サ
ー
ト
に
使
い
ま
す

し
、
同
朋
大
学
は
、
体
育
館
を
ス
ポ
ー
ツ
で

利
用
し
、
同
朋
高
校
は
高
大
連
携
で
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
を
使
用
し
ま
す
。
幼
稚
園
も
陶
芸

体
験
な
ど
を
こ
の
建
物
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
違
う
学
校
で
す
が
、
教

育
内
容
で
も
学
園
と
し
て
お
互
い
に
協
力
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
音
楽
大
学
の
現
代
音
楽

の
分
野
と
、
本
学
の
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
、

映
像
表
現
の
分
野
が
一
緒
に
な
っ
て
実
験
的

な
こ
と
を
や
る
と
い
っ
た
広
が
り
も
出
て
き

て
い
ま
す
。

　

一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
学
園
全
体
の
教
育

に
活
用
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
他
の
法
人�

で
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

事
業
団
の
融
資
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
期
間
低
利
の
固
定
金
利
制
度
で
あ
っ
た

こ
と
と
、
償
還
方
法
が
元
金
均
等
返
済
で

あ
っ
た
こ
と
、ま
た
、事
業
団
は
相
談
し
や
す

い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
利
用
を
決
め
ま
し

た
。対
応
も
非
常
に
丁
寧
で
好
印
象
で
し
た
。

【
取
材　

企
画
室
】

格子壁（光が通過し、美しい影を作り出す）

子どもに大人気のメディアアート（社会文化活動）
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◆
は
じ
め
に

　

学
校
法
人
ザ
ベ
リ
オ
学
園
郡
山
ザ
ベ
リ
オ

学
園
小
学
校
・
中
学
校
は
、
本
年
創
立
90
周

年
を
迎
え
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
で
す
。
心
を
育
み
、
い
の
ち
を
大
切

に
す
る
教
育
を
核
と
し
て
、
英
語
教
育
及
び

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
な
ど

を
通
じ
未
来
を
築
き
、
未
来
に
向
か
っ
て
挑

戦
す
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
第
一
に
、「
伸

び
る
ザ
ベ
リ
オ
！
伸
ば
す
ザ
ベ
リ
オ
！
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
し
た

人
間
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
沿
革

　

本
校
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち

が
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
神
様
に

愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
育
を
通
し
て
世
界

中
の
子
ど
も
た
ち
に
知
ら
せ
た
い
」
と
い
う

カ
ナ
ダ
に
本
部
を
置
く
無
原
罪
聖
母
宣
教
女

会
の
創
立
者
デ
リ
ア
・
テ
ト
ロ
の
遺
志
を
継

ぐ
学
校
と
し
て
、
昭
和
７
年
に
福
島
県
郡
山

市
虎
丸
町
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
62
年
に
学
園
を
現
在
地
で
あ
る
大
槻
町

に
新
築
、
移
転
し
、
平
成
15
年
に
は
中
学
校

の
男
女
共
学
化
を
図
り
、
令
和
５
年
12
月
に

創
立
90
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
教
育
理
念

　

本
校
の
教
育
理
念
は
、
自
分
の
才
能
を
十

分
に
生
か
す
教
育
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
へ

の
関
心
を
広
げ
、
自
然
・
文
化
・
歴
史
の
う

ち
に
潜
む
業
に
感
動
し
、
一
人
ひ
と
り
が
生

か
さ
れ
て
い
る
現
実
に
感
謝
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
学
園
創
立
の
年
が
、
日
本
に
最
初

に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
来
日
４
０
０
年
記
念
に
あ

た
っ
た
た
め
、「
ザ
ベ
リ
オ
（
ザ
ビ
エ
ル
の
ラ

テ
ン
語
表
記
）」
の
校
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

学
校
法
人
ザ
ベ
リ
オ
学
園

郡
山
ザ
ベ
リ
オ
学
園
小
学
校
・
中
学
校
　
校
長
　
髙
橋 

正
人

連 載 � 　
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

～
表
現
力
と
高
等
教
育
機
関
の
知
で
魅
力
創
り
～

◆
教
育
方
針

　

デ
リ
ア
・
テ
ト
ロ
の
精
神
に
基
づ
き
、「
自

ら
学
ぶ
力
を
育
む
」、「
共
に
生
き
る
力
を
育

む
」、「
健
や
か
な
心
と
か
ら
だ
を
育
む
」
と

い
う
三
つ
の
教
育
目
標
を
軸
に
、「
清
く
、
明

る
く
、
強
く
」
と
い
う
校
訓
を
掲
げ
、
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
一
貫
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
神
様
か
ら
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
能
力
を
伸
ば
す

こ
と
を
大
切
に
し
、
生
き
る
力
と
自
立
心
を

育
む
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
を
柱
と
し
た
幼

稚
園
教
育
を
礎
と
し
て
お
り
、
小
・
中
学
校

に
お
い
て
は
、
将
来
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

夢
を
か
な
え
る
た
め
に
必
要
な
総
合
的
な
人

間
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

日
常
生
活
に
お
い
て
課
題
を
発
見
し
、
積
み

上
げ
た
基
礎
学
力
を
基
に
し
て
、
自
分
自
身

で
学
習
す
る
意
欲
と
自
分
自
身
で
考
え
判
断

す
る
応
用
力
を
養
い
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
と
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
「
人

に
尽
く
す
」
こ
と
の
で
き
る
人
間
を
育
て
る

た
め
、
自
分
の
置
か
れ
た
社
会
に
お
い
て
周

り
の
人
々
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

「
共
に
生
き
る
」
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
中
で

異
な
る
文
化
を
背
景
に
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
愛
の
心
を

じ
っ
く
り
と
育
ん
で
い
ま
す
。

◆
伸
び
る
ザ
ベ
リ
オ
！
伸
ば
す
ザ
ベ
リ
オ
！

　

本
校
で
は
、
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
が
盛
ん

で
、
児
童
会
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
こ
と
が
日
常
の
生
活
に
と
け
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
朝
の
お
祈
り
の
時
間
は
、
自
分

自
身
と
の
心
の
対
話
を
通
し
て
、
今
日
を
生

き
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
こ

の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
と
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
へ
の
感
謝
や
自
ら
の
果
た
す
使
命

に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
拓

く
観
点
か
ら
、「
伸
び
る
ザ
ベ
リ
オ
！
伸
ば

す
ザ
ベ
リ
オ
！
」、「
表
現
者
た
れ
！
」
を
合

い
言
葉
に
、
新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・

能
力
で
あ
る
深
い
思
考
力
、的
確
な
判
断
力
、

圧
倒
的
な
表
現
力
、
豊
か
な
創
造
力
を
育
成

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

創立者デリア・テトロの夢

小学校のレインボーホールに集う子どもたち
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具
体
的
に
は
、
５
年
２
月
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
×

表
現
力
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
発
表
会
を
実
施

し
、
郡
山
市
は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
の
参

加
者
に
授
業
公
開
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
生
活
科
、
理
科
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
授
業
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活

用
し
、
一
人
ひ
と
り
が
関
係
す
る
ア
プ
リ
や

思
考
ツ
ー
ル
を
用
い
な
が
ら
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
た
ち
と
の
意
見
交
換
と
交
流
を
通
し
て
、

思
考
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
教
育
を
展
開
す
る
中
で
、
本

年
、
東
北
地
方
で
は
初
と
な
る
「
ロ
イ
ロ
認

定
校
」（
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
、
児
童

生
徒
の
主
体
的
な
学
び
作
り
に
注
力
し
て
い

る
学
校
）
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
際
化
の
進
展
に
対
応
し
、
よ
り

高
い
発
信
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
自

分
の
考
え
を
国
内
外
の
多
く
の
人
と
共
有
す

る
こ
と
や
多
様
性
を
大
切
に
す
る
資
質
・
能�

力
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
進
め

て
い
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
実
践
的
英
語
教

育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
カ
ナ
ダ
の
小
学

校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
地
域
の
伝
統
や
文
化
な
ど
を
英
語
で

紹
介
し
合
う
な
ど
の
相
互
交
流
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
６
年
２
月
に
は
、
50
名

を
超
え
る
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
研
修
を
実
施
し
て
国
際
社
会
で
活

躍
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
併
せ
て
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
は
、「
い
の
ち
」
に

関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
県
内
初
の
取
り

組
み
で
あ
る
日
本
財
団
主
催
の
「
陸
上
養
殖�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
小
学
５
年
生
が
参
加
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
児
童

か
ら
は
、「
教
室
の
一
角
で
ク
ラ
ス
の
皆
と

一
緒
に
ヒ
ラ
メ
を
一
生
懸
命
育
て
あ
げ
、
実

際
に
プ
ロ
の
料
理
人
が
さ
ば
い
た
ヒ
ラ
メ
を

食
べ
る
と
こ
ろ
ま
で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

て
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
４
年
生
が
「
届
け
よ
う
、
服

の
チ
カ
ラ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
継
続
的
に

参
加
し
、
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
同
年
代

の
子
ど
も
た
ち
に
服
を
届
け
る
支
援
を
通
し

て
、
世
界
の
平
和
や
環
境
の
た
め
に
自
分
た

ち
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◆
創
立
90
周
年
記
念
事
業

　

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
度
な
知
見

を
身
近
な
も
の
と
す
る
た
め
、
い
く
つ
か
の

大
学
か
ら
専
門
の
先
生
方
を
お
招
き
し
た
特

別
講
義
の
機
会
を
設
け
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

ロ
ハ
ス
に
関
す
る
実
践
と
講
義
、
学
び
方
講

座
、
そ
し
て
哲
学
カ
フ
ェ
の
連
続
講
義
演
習

で
す
。
哲
学
カ
フ
ェ
の
演
習
に
は
、「
な
ぜ
学

ぶ
の
か
な
ど
の
深
い
問
い
に
つ
い
て
、
異
学

年
の
友
だ
ち
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
で
自

分
で
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
英
語
教
育
講
座
で
は
、

「
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
重
要
性
や
、
将
来
海

外
の
人
と
交
流
す
る
時
に
役
立
て
ら
れ
る
よ

う
に
他
の
国
の
言
語
を
学
ぶ
こ
と
に
も
挑
戦

し
、
自
分
の
将
来
の
仕
事
の
幅
を
広
げ
る
こ

と
の
大
切
さ
も
認
識
で
き
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク

に
つ
い
て
や
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
な
ど
、
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

に
よ
る
高
度
な
講
義
を
通
し
て
、
大
学
の
学

び
へ
の
誘
い
と
将
来
の
学
び
に
向
け
た
意
欲

の
喚
起
を
促
し
、
大
き
な
成
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
５
年
12
月
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

仙
台
教
区
司
教
を
お
招
き
し
て
記
念
ミ
サ
を

執
り
行
う
と
と
も
に
、
本
校
卒
業
生
に
よ
る

講
演
並
び
に
子
ど
も
た
ち
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

◆
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
た
挑
戦

　

今
後
、
創
立
90
周
年
を
節
目
と
し
て
、
創

立
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
一
人
ひ
と
り
の
無

限
の
可
能
性
と
夢
の
実
現
に
向
け
て
歩
ん
で

い
く
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
世
界
水

準
の
教
育
を
目
指
し
、社
会
に
開
か
れ
た
園
・

学
校
と
し
て
、
地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

無限の可能性への挑戦を目指す中学生

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

令
和
４
年
４
月　

郡
山
ザ
ベ
リ
オ
学
園
小
学

校
・
中
学
校
校
長
就
任

タブレットを用いてプレゼンテーションを行う子どもたち
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各大学のページでは、8つの切り口から大学選びに参考となる情報を掲載しています。

リーフレットの配付をご検討の際には、送付も可能

ですので、問い合わせ先までご連絡ください。

更に学部ページで上記と同じ切り口の情報などを掲載。
大学や学部を深く知ることができます。

＋

詳しい検索方法や活用方法については、Web サイト「大学ポートレート（私学版）」（https://up-j.shigaku.go.jp/）をご覧ください。

PC でご覧になる場合には、サイトトップ画面の「サイトの利用方法」 （https://www.shigaku.go.jp/p_usage_about.htm）をご確認ください。

進路・就職情報
就職支援、就職先、国家資格

受験資格などを紹介しています学生生活支援
学費負担などの経済的支援、

課外活動などを紹介しています

学生情報
入学者数、在籍者数、外国人

留学生数などを紹介しています様々な取組
留学支援、研究活動、社会貢献

活動などを紹介しています

教員情報
教員組織、教員数、外国人教員

数を紹介しています 基本情報
所在地、学部一覧、キャンパス

施設などを紹介しています

本学の特色
「建学の精神」と大学の強みを

特色として紹介しています 本学での学び
カリキュラム内容、学びの支援、

学修評価などを紹介しています

①高校生・保護者向け

https://www.shigaku.go.jp/files/
p_usage_leaflet.pdf

②進路指導のご担当者向け

進路選択支援ツールとしてご活用くださいリーフレットのご案内

問い合わせ先（私学振興事業本部）

私学経営情報センター　私学情報室

　 ☎　　 03（3230）7852・7853

Eメール　portrait@shigaku.go.jp

https://www.shigaku.go.jp/files/
p_usage_pamphlet.pdf

https://up-j.shigaku.go.jp/

検索大学ポートレート　私学版

どの大学も情報が
同じ配置で表示されていて
大学を比較しやすかった

大学によって学生への支援の度合いが
かなり異なることに驚いた

学生支援の内容や大学の特徴が
わかりやすく、今までは大学のHP
でしか見たことがなかったので、
自分が得られなかった情報を得る
ことができて心強かった

学費・経済的支援
（学部ページに掲載）

学費負担の軽減や奨学金、

授業料等の減免などを紹介しています

実際に利用した 
高校生の声 
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　日本全国には私立の大学・短期大学が 900 校以上あります。「大学ポートレート（私学版）」では、
入学者の受け入れ方針、学生数、学費、所在地などの基本情報のほか、各大学等の特色や魅力など
がわかる教育情報を「キャリア教育」や「就職支援」、「学費負担の軽減」など 59 種類の「取り組み」
に分類して掲載しています。
　偏差値や知名度に頼らない大学選びができますので、キャリア教育や進路選択支援のツールとし
て、ぜひご活用ください。

生徒に寄り添う進路指導

生徒の興味のある分野や取得可能な資格など、多様なキーワードから検索できる機能があり、
偏差値ではない視点から進路先を検討し、生徒に寄り添う進路指導に役立ちます。

特色ある学びと取り組みがわかる

カリキュラムや教育方法など特色ある学びや、就職支援や留学支援など魅力ある取り組みを
掲載しています。各学校の魅力や特色を理解しながら、進路の検討をすることが可能です。

ミスマッチをなくす進路先選び

生徒が自分の興味関心に加え、各学校の特色ある学びと取り組みを理解することにより、
具体的な志望理由につながり、納得感のある進路先選びができます。

低学年からのキャリア教育

進路が不明確な低学年の生徒に対しても、多様なキーワードから検索ができるため、
生徒が主体的にじっくりと将来のキャリアについて検討することができます。

学びに専念できる環境選び

奨学金をはじめ、特待生制度や学生寮の有無など、学生生活のサポートについても調べること
ができ、学業に専念できる環境選びにも役立ちます。

特長１

参加する大学・短期大学が
自ら入力した
信頼できる情報

▼私学事業団Webサイト

大学ポートレート（私学版）のご案内

偏差値や知名度に頼らない

新しい大学選び

大学ポートレート（私学版）　活用のメリット

大学ポートレート（私学版）３つの特長

特長２
私立大学・短期大学の
参加率95％以上
全国870校を超える情報を
掲載 （令和５年11月時点）

特長３

興味のあるキーワードや
学問領域、取得可能な資格
などの目的別検索が可能
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令和 5年 1 2 月 1 日　第 3 1 2 号

共
済
業
務

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証

（
加
入
者
証
等
）
利
用
の
申
し
込
み
を
ま
だ

行
っ
て
い
な
い
教
職
員
へ
の
周
知
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
医
療
機
関
等
を

受
診
す
る
と
次
の
二
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

◆
よ
り
良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

・�

特
定
健
診
や
診
療
の
情
報
を
医
師
と
共
有

で
き
、
重
複
検
査
の
リ
ス
ク
が
少
な
く
な

り
ま
す
（
本
人
が
同
意
し
た
場
合
の
み
）。

・�

薬
の
情
報
も
医
師
・
薬
剤
師
と
共
有
で
き
、

重
複
投
薬
や
禁
忌
薬
剤
投
与
の
リ
ス
ク
も

減
少
し
ま
す
（
本
人
が
同
意
し
た
場
合
の

み
）。

・�

旅
行
先
や
災
害
時
で
も
、
薬
の
情
報
等
が

連
携
さ
れ
ま
す
。

◆
各
種
手
続
き
も
便
利
・
簡
単
に
な
り
ま
す

・�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
医
療
費
通
知
情
報
を

入
手
で
き
、
医
療
費
控
除
の
確
定
申
告
が

簡
単
に
な
り
ま
す
。

・�

医
療
費
が
高
額
な
場
合
に
申
請
す
る
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
が
省
略
で
き
ま
す
。

・
高
齢
受
給
者
証
の
持
参
も
不
要
と
な
り
ま
す
。

利
用
申
し
込
み

　

健
康
保
険
証
利
用
申
し
込
み
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
等
か
ら
自
身
で
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
医

療
機
関
等
を
受
診
す
る
に
は
、
私
学
事
業
団

が
加
入
者
及
び
被
扶
養
者
の
デ
ー
タ
を
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
資
格
取
得
等
の
届
け
出

の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
加
入

者
、
被
扶
養
者
情
報
（
氏
名
、
生
年
月
日
等
）

を
正
確
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
事
業
団
の
デ
ー
タ
登
録
状
況
は
、
健
康

保
険
証
利
用
登
録
の
完
了
後
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
わ
た
し
の

情
報
）上
で
、受
診
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
デ
ー
タ
登
録
が
完
了
し
て
い
る
か

分
か
ら
な
い
状
態
で
受
診
す
る
場
合
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
併
せ
て
加
入
者
証
等

を
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
の
詳
細
及
び
利
用
申
し
込
み
方
法
は
、
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
に
つ
い
て
」

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page�
_08277.htm

l

資
格
関
係

◆�

被
扶
養
者
認
定
申
請
書
に
か
か
る
添
付
書

類
の
一
部
省
略
（
１
月
）

◆�

被
扶
養
者
に
か
か
る
所
得
基
準
の
改
正

（
２
月
）

短
期
給
付
関
係

◆�

出
産
費
及
び
家
族
出
産
費
の
支
給
額
の
引

き
上
げ
（
４
月
）

◆�

高
齢
受
給
者
証
等
の
性
別
記
載
欄
の
廃
止

（
４
月
）

掛
金
関
係

◆�

短
期
給
付
分
掛
金
率
を
８
・
５
６
９
％
に

据
え
置
き
（
４
月
）

◆�

介
護
分
掛
金
率
を
１
・
６
７
７
％
に
改
定

（
４
月
）

◆�
退
職
等
年
金
給
付
掛
金
率
を
１
・
50
％
に

据
え
置
き
（
４
月
）

◆�
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
率
を
０
・
36
％

に
据
え
置
き
（
４
月
）

◆�

加
入
者
保
険
料
率
（
軽
減
保
険
料
率
）
を

16
・
３
８
９
％
に
改
定
（
９
月
）

年
金
等
給
付
関
係

◆�

年
金
の
請
求
手
続
き
に
か
か
る
住
民
票
等

の
省
略
（
１
月
）

◆�

特
例
的
な
繰
下
げ
み
な
し
増
額
の
導
入

（
４
月
）

◆�

厚
生
年
金
給
付
、
共
済
年
金
給
付
の
年
金�

額
を
前
年
度
か
ら
１
・
９
％
又
は
２
・
２�

％
の
引
き
上
げ
（
４
月
）

◆�

退
職
等
年
金
給
付
の
基
準
利
率
及
び
年
金

現
価
率
の
見
直
し
（
10
月
）

福
祉
事
業
関
係

◆�

貸
付
規
則
の
一
部
改
正
（
７
月
）

災
害
関
係

◆�

福
島
原
発
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
加
入
者

等
に
か
か
る
一
部
負
担
金
等
免
除
の
延
長

（
３
月
）

そ
の
他

◆�

公
金
受
取
口
座
登
録
制
度
の
本
格
運
用
開

始
（
１
月
）

（　

）
は
実
施
時
期

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
促
進
の
お
願
い

企
画
室
・
資
格
課

令
和
５
年　
共
済
業
務
の
年
間
報
告

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー
　
広
報
班
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特
定
保
健
指
導
と
は

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
加
入

者
等
（
以
下
「
対
象
者
」
と
い
い
ま
す
）
が
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
で
内
臓

脂
肪
を
減
ら
し
、
将
来
の
病
気
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

日
頃
の
食
事
や
運
動
等
に
関
し
て
、
保
健

師
や
管
理
栄
養
士
と
面
談
を
行
い
、
対
象
者

に
合
わ
せ
た
目
標
や
行
動
計
画
を
立
て
て
取

り
組
み
ま
す
。

◆
対
象
者

　

対
象
者
は
、
学
校
法
人
等
よ
り
提
出
さ
れ

た
定
期
健
康
診
断
結
果
を
基
に
判
定
し
ま
す
。

　

学
校
法
人
等
へ
送
付
す
る
「
健
康
診
断
結

果
一
覧
」
に
「
動
機
付
け
支
援
」、「
積
極
的

支
援
」と
記
載
の
あ
る
加
入
者
が
対
象
で
す
。

　

対
象
者
へ
は
、
学
校
法
人
等
経
由
で
配
付

す
る
健
康
情
報
冊
子
に
特
定
保
健
指
導
を
利

用
す
る
た
め
の
「
利
用
券
」
と
受
診
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
特
定
保
健
指
導
の
指
定

機
関
一
覧
等
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
の
利
用
券
等
の
送
付
は
、

期
日
ま
で
に
健
康
診
断
結
果
の
提
出
が
確
認

で
き
た
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。
対
象
者
の
た

め
に
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
利
用
料

　

無
料

◆
指
導
の
流
れ

・
動
機
付
け
支
援

　

保
健
師
等
と
の
面
談
（
原
則
１
回
）
で
、

行
動
計
画
を
設
定
し
、
生
活
習
慣
改
善
に
取

り
組
み
ま
す
。
取
り
組
み
状
況
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
専
用
ペ
ー
ジ
に
入
力
し
、
３
か
月
程

度
経
過
後
に
最
終
評
価
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を

行
い
、
支
援
終
了
と
な
り
ま
す
。

・
積
極
的
支
援

　

動
機
付
け
支
援
と
同
様
に
保
健
師
等
と
面

談
し
、
行
動
計
画
等
の
設
定
を
行
い
、
そ
の

後
３
か
月
か
ら
半
年
間
か
け
た
生
活
習
慣
改

善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
す
。
取
り
組

み
期
間
中
は
、
保
健
師
等
よ
り
定
期
的
な

メ
ー
ル
や
電
話
に
よ
る
支
援
が
複
数
回
受
け

ら
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
時
に
最
終
評
価
を

行
い
、
支
援
終
了
と
な
り
ま
す
。

利
用
方
法

　

指
定
機
関
一
覧
に
記
載
の
多
様
な
選
択
肢

か
ら
、
対
象
者
自
身
の
都
合
に
合
っ
た
方
法

を
選
択
し
、申
し
込
み
の
う
え
利
用
し
ま
す
。

◆
利
用
方
法
の
例

・�

健
康
グ
ッ
ズ
の
特
典
が
あ
る
各
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
会
場
で
受
け
る

・�

私
学
事
業
団
と
契
約
し
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
や
健
診
機
関
等
で
受
け
る

・�

職
場
で
受
け
る
（
学
校
訪
問
型
）

・
ウ
ェ
ブ
利
用
で
受
け
る（
オ
ン
ラ
イ
ン
型
）

◆
学
校
訪
問
型
を
お
す
す
め
し
ま
す

　

学
校
訪
問
型
は
、
対
象
者
の
移
動
の
時
間

や
予
約
の
手
間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、
学

校
法
人
等
が
自
校
の
健
康
経
営
の
一
環
と
し

て
、
対
象
者
の
把
握
や
受
診
状
況
の
把
握
が

で
き
る
等
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
大
変
好
評

で
す
。

　

本
事
業
団
が
特
定
保
健
指
導
の
実
施
を
委

託
し
て
い
る
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト

（
株
）（
以
下
「
委
託
先
」
と
い
い
ま
す
）
の

特
定
保
健
指
導
担
当
者
が
、
対
象
者
の
い
る

学
校
法
人
等
へ
訪
問
し
、
空
き
教
室
や
授
業

の
合
間
を
利
用
し
て
特
定
保
健
指
導
を
行
い

ま
す
。

・
一
括
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
型

　

学
校
法
人
等
担
当
者
に
委
託
先
へ
の
申
し

込
み
・
学
校
訪
問
日
の
調
整
、
対
象
者
へ
の

通
知
、
対
象
者
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
及

び
指
導
場
所
の
確
保
等
を
一
括
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

・
個
別
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
型

　

学
校
法
人
等
担
当
者
か
ら
委
託
先
へ
対
象

者
の
連
絡
先
を
提
供
い
た
だ
き
、
委
託
先
の

特
定
保
健
指
導
担
当
者
と
対
象
者
が
直
接
日

程
調
整
を
行
い
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
担
当

者
が
所
属
の
学
校
へ
訪
問
し
、
対
面
で
特
定

保
健
指
導
を
行
う
場
合
、
会
議
室
等
の
指
導

場
所
の
確
保
は
対
象
者
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
特
定
保
健

指
導
の
場
合
は
、
ご
自
身
の
パ
ソ
コ
ン
等
を

利
用
し
て
遠
隔
面
談
を
行
い
ま
す
。

【
担
当
者
連
絡
先
】

　

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
（
株
）

　

☎
０
３
（
５
２
０
９
）
８
５
５
３

　

担
当
：
平
尾
・
松
村

　

時
間
：
平
日
10
時
～
12
時
、
14
時
～
17
時

◆
東
京
臨
海
病
院
の
特
定
保
健
指
導

　

本
事
業
団
の
直
営
病
院
で
あ
る
東
京
臨
海

病
院
に
お
い
て
も
、
学
校
訪
問
や
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
学
校
訪
問
型

　

東
京
近
郊
の
学
校
法
人
等
で
、
学
校
訪
問

型
の
特
定
保
健
指
導
を
希
望
す
る
学
校
法
人

等
担
当
者
は
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
型

　

全
国
の
対
象
者
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
特

定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

予
約
は
左
記
の
予
約
サ
イ
ト
で
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
実
施
ま
で
の
流
れ
等
を
、
東
京
臨

海
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
健
康
医
学
セ
ン

タ
ー
の
ご
案
内
▼
私
学
共
済
加
入
者
向
け
オ

ン
ラ
イ
ン
特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
〕
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

東
京
臨
海
病
院　

健
康
医
学
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３
（
５
６
０
５
）
８
８
２
２

　

時
間
：
平
日
９
時
～
16
時
半
、

　
　
　
　

第
２
・
４
土
曜
日
９
時
～
12
時

東
京
臨
海
病
院

オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
予
約
サ
イ
ト

https://reserva.be/rinkaihokenshido

特
定
保
健
指
導
の
ご
案
内

～
学
校
訪
問
型
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
指
導
が
好
評
で
す
～福

祉
部
　
保
健
課
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 申請書の記入に関する注意事項
【加入者情報欄の記入について】
①�加入者番号：加入者証に記載されている加入者番号を記入してください。資格取得手続き中の場合は、学校番
号までを必ず記入してください。記入がないと、どこの学校に所属する加入者の申請かが分かりません。
②資格取得年月日：学校（園）で資格取得した日付を記入してください。
③�加入者の年間収入：学校（園）から受け取る給与以外の恒常的な収入（年金収入、不動産所得等）がある場合

はその金額も含めてください。
【認定対象者情報欄の記入について】
④�認定対象者氏名：機械で処理しますので、フリガナは明瞭に記入してください。ユとコ、アとマ、ンとソなど

の判別しにくい文字に注意してください。誤って登録されてしまうと、後日訂正の届け出が必要になります。
⑤続柄：加入者からみた続柄を選択してください。
⑥マイナンバー：12桁の番号を正確に記入してください。
⑦�配偶者の基礎年金番号：配偶者を認定する場合のみ必ず記入してください。
⑧現住所：申請時点での住民票の住所を記入してください。加入者と同一住所の場合も必ず記入してください。
⑨加入者と同居・別居：いずれかを〇で囲んでください。別居の場合は仕送りの有無についても記入してください。
⑩�加入者の勤務先から扶養手当支給の有無：扶養手当支給の有無を必ず〇で囲んでください。有の場合は金額を

記入してください。
⑪当年１月１日時点の住所：現住所欄と異なる場合のみ記入してください。
⑫�被扶養者の要件を備えるに至った理由及び年月日：被扶養者として申請する理由を必ず〇で囲んでください。

また、その事由発生日を記入してください。
⑬�認定対象者の年収見込み額：１年分の収入についての合計額を記入してください。その内訳については、該当

するものをすべて〇で囲んでください。雇用保険受給の場合、年収見込み額は記入不要です。
⑭�60歳以上で年金を受給していない人はその理由：理由を記入してください（例：年金の受給開始年齢に達して

おらず、繰上げ受給もしていない等）。
⑮加入者が扶養する理由：子及び配偶者以外を認定する場合は、必ず記入してください。

5 3 2 1

1 3 9 9 9 9 9 9 9 9 9
漢
字 0 2 1 0 0 5 0 4 0 4 0 1

漢
字 山田△美子

0 5 0 2 2 2

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 ― 9 9 9 9 9 9 年 月 日

サ イ タ マ ﾄﾞｳ
ｹﾝ フ ジ ミ ノ ｼ

ｸﾞﾝ
ﾁﾖｳ
ｿﾝ オ オ イ チ ュ ウ オ ウ 5 - 5 - 2 0 1

3 3 3 ― 3 3 3 3 埼玉 道
県 ふじ み 野 市

郡
区
村 大井中央 5 - 5 - 2 0 1

ﾄﾞｳ
ｹﾝ

ｼ
ｸﾞﾝ

ﾁﾖｳ
ｿﾝ

道
県

市
郡

区
村

２．配

１．※欄は記入しないでください。

・60歳未満で障害の状態にある又は配偶者等が死亡しているが、障害や遺族の年金を受給していない人はその理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
）

加入者が扶養する理由
（子及び配偶者以外の認定
申請の場合は必ず記入し
てください）

・加入者が扶養する理由（認定対象者の状況、加入者以外の扶養義務者が扶養できない理由等を記載してください）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

初
回
受
付
印

・加入者以外の扶養義務者の有無（対象者からみた続柄を〇で囲んでください）

　有：　配偶者　・父　・母　・子（成人した生活能力のある者）・その他（　　　　　　　　）

　無：　死別・離別等具体的に記載してください。（　　　　　　　　）

令和　　　年　　　月　　　日※発信年月日

認定対象者の年収見込み額（　　　　　　　　　円）（1年分の収入についての合計額を記入してください）

内訳（上記の収入の内訳で下記の該当するものすべてを〇で囲んでください）　

・給与収入　・営業、事業所得　・不動産、配当等　・傷病手当金　・雇用保険受給（失業給付・育児休業給付金）・年金収入（老齢・遺族・障害・企業年金等）・その他（具体的に：　　　                    　　）

・60歳以上で年金を受給していない人はその理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

町　・

　和令　日生発由事）いさだくてし入記を日生発由事に右、み囲で○を由理るす当該（日月年び及由理たっ至にるえ備を件要の者養扶被 ５　年　１２　　月　３１　　日

・加入者の就職　・出生　・婚姻　・被扶養者の離職　・収入減少　・解散、廃業　・雇用保険受給終了　・離婚　・扶養替え　・国内居住　・保険の切替（任意継続喪失・国保からの切替）

・その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

高齢

郵便番号 ﾌﾘｶﾞﾅ ﾄ　　　・
ﾌ　　　・

ｸ　・　ﾏﾁ　・
ﾑﾗ

郵便番号 ﾌﾘｶﾞﾅ ﾄ　　　・
ﾌ　　　・

ｸ　・　ﾏﾁ　・
ﾑﾗ

漢字
都　・

・　町・　府

加入者と　同居・別居　（該当箇所を〇で囲んでください）
※別居

加入者の勤務先からの扶養手当支給の有無を〇で囲んでください

　別居の場合：（仕送り　　有　・　無）   有（月額　　　　　　円）　・　無　　（必ずいずれかを〇で囲んでください）

町名以下

町名以下

※認定年月日

3昭
4平
5令

妻 妻
（未届）

夫 夫
（未届）

子
（実子）

5令

現住所 発内除解先住居欄入記団業事※

子
（養子）

父 母 その他（　　　　　　　　　）

遡及

※コード 性別

1.男
2.女

タ △ ヨ シ コ

認
定
対
象
者
情
報

対
象
者
氏
名

ﾌﾘ
ｶﾞﾅ ヤ マ

当年（事由発生時）１月１日時点の住所（上記現住所と同一であれば記入不要）

漢字
都　・
府　・

）いさだくでん囲で〇を所箇当該（柄続日月年生

マイナンバー
１．有
２．無

配偶者の
基礎年金番号

１．有
２．無

　０３（　３８１３　）
　　注）任意継続加入者は上の欄に本人の住所・氏名等を記入してください。

加
入
者
情
報

加  入  者  番  号　 加
入
者
氏
名

ﾌﾘ
ｶﾞﾅ 加入者の年間収入

県コード 学 種 学 校 番 号 個 人 番 号

Ａ
山田　太郎 3昭

4平

3昭
4平
5令

円

 日本私立学校振興・共済事業団理事長　殿 事務連絡先電話番号
（必ず記入してください）

市外局番 局番 番号 担当者
氏名

タ △ タ 生年月日 資格取得年月日ロ ウヤ マ

被扶養者認定申請書 学校法人等所在地
郵便番号（　113　－　8441　　　）

学校法人等名

　　　　　　　　　　　令和　　　年　　　月　　　日 代表者名

下記のとおり申請します。

1

11

64

129 114

103

48

274

113

96

48

39

106

269 272

48

124 125 128

46

46

46

105

様
式
第
八
号

第
一
条
の
五

第
三
十
三
条
の
四
関
係

274

下記の申請は事実と相違な

いものと認めます。

令和 年 月 日

03

02

01

21160

23

東京都文京区湯島１－７－５

湯島大学

理事長 湯島 太郎

資格 一子

６００万

5000

６ １ 19

６ １ 19

ﾞ

ﾞ

②

⑤

⑦

⑨

⑥

④

①

⑧

⑪

⑫
⑬

⑮
⑭

⑩

③
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共
済
業
務

私の配偶者（60歳未満）は、今年12月31日に退職します。
退職するまでは年収が130万円以上あるので、被扶養者にはなれないでしょうか。
また、雇用保険の基本手当を受給する予定ですが、自己都合退職のため受給は２か月後からとなりま
す。受給を開始するまでの間は被扶養者になれますか。その場合必要な添付書類は何ですか。

Q

被扶養者認定申請事例（退職した人の認定）
業務部　資格課

　被扶養者の認定申請は、新たに加入者となった人に被扶養者の要件を備える人がいるとき、又は新たに被扶養
者の要件を備える人ができたときから30日以内に私学事業団に申請してください。30日以内に提出がないときは、
その届け出を私学事業団で受理した日（又は発信日）が認定年月日となります。

退職が認定の事由となるため、退職前の収入は問いません。被扶養者の認定基準となる収入要件は、認定
申請時の恒常的な収入（※）によって算定します。したがって、今年の収入が収入限度額である130万円を
超えていても、退職により、被扶養者になることができます。ただし、雇用保険の基本手当は恒常的な収
入とみなされますので、日額3,612円以上の場合は、受給を開始するまでの認定となります。
添付書類は、加入者との続柄及び生計維持関係を確認します。
※　�給与収入、公的年金、個人年金、傷病手当金、失業給付金、資産所得、事業所得などの収入で継続し

て入る、又は入る予定のものをすべて含みます。

A

ポイント

　配偶者の退職日から必ず30日以内に申請書を提出してください。

　注１	� 生計維持関係を確認する書類については、「事務の手引　令和５年版」122頁「被扶養者認定にかかる
生計維持関係の添付書類（一般例）」を参照してください。

　注２	 ここに掲載した添付書類で確認できない事項がある場合、追加で書類の提出を求めることがあります。

添付書類 内　容 省略の可否（★）
①戸籍謄本又は抄本 続柄及び生年月日を確認します（加入者が世帯主の場合は、続柄が記

載されている住民票でも可。ただし、マイナンバーの記載のないもの）。
住民票で代用できる場合は
省略可

②�雇用保険被保険者離職票
（1）（2）の写し

退職年月日と雇用保険に加入していたことを確認します。 省略可

③誓約書 DL 給付制限期間等の記載のある雇用保険受給資格者証の写しを後送する
旨の誓約書

省略不可

④同意書 DL 給付制限期間等が終了した翌日で被扶養者の取り消しを行う旨の同意書 省略不可
⑤被扶養者取消申請書 DL 給付制限期間等終了後に被扶養者を取り消すため、あらかじめ提出が

必要です。
省略不可

⑥�国民年金第３号被保険者
関係届 DL

20歳以上60歳未満の配偶者を認定申請する場合は、国民年金の第３号
被保険者に該当するため、私学事業団を通して日本年金機構に提出し
ます。

省略不可

DLマークが付いている用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等ダウンロード〕からダウンロードできます。

　★…�認定対象者のマイナンバーを利用して他機関との情報連携により必要な情報が確認できる場合は、添付
書類の一部が省略できます。

　 　【省略できる添付書類】
　　　　・住民票 ※加入者が世帯主の場合に限る
　　　　・所得証明書（非課税証明書）※過去３年間無収入の場合に限る
　　　　・雇用保険被保険者離職票

本誌10月号、11月号にも被扶養者認定申請事例を掲載しています。



　加入者が資格喪失したときや、被扶養者の取り消しを
したときは、無効となった加入者証や加入者被扶養者証
等を必ず返納してください。
　任意継続加入者になるときも、任意継続加入者用の加
入者・加入者被扶養者証等を新たに交付するため、在職
中の加入者証等を回収のうえ返納してください。
　返納された加入者証等は、機械で読み取り処理をする
ため、切断したり、書類に貼り付けたりせず、そのまま
封筒に入れて送付してください。� 【業務部　資格課】

　11月10日（金）に東京ガーデンパレスにおいて、各都
道府県私学主管課の担当者にご出席いただき、私学事業
団の業務及び都道府県補助金について一層の理解を深め
るために、都道府県事務担当者協議会を開催しました。
� 【総務部　総務課】

無効の加入者証等の回収と返納のお願い

令和５年度都道府県事務担当者協議会を
開催しました

４日（月） 貸付  送金

６日（水） 貸付  11月分定期償還期限

８日（金）
貯金  払込期限（必着）
アイリスプラン  医療・日常事故コース加入申込締め切り

15日（金） 貸付  １月４日送金申し込み・任意償還申出締め切り

20日（水） 貯金  送金

22日（金） 貸付  送金

25日（月）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（木）
掛金等  11月調定分口座振替（自振校のみ）
貸付  12月分定期償還口座振替（自振校のみ）
貸付  １月22日送金申込締め切り

月の共済業務スケジュール12

４日（木）
掛金等  11月調定分納期限
貸付  送金

６日（土） 貸付  12月分定期償還期限

10日（水） 貯金  払込期限（必着）

15日（月） 貸付  ２月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール1

共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

　学校法人等から加入者へ支払う給料、俸給、手当、賞
与、その他いかなる名称であるかを問わず、同一の性質
を有しており、支給回数が年３回以下のものは、賞与等
として報告が必要です。賞与等の遡及差額の追加支給が
あった場合も同様です。ただし、７月１日を基準として、
前１年間に４回以上（※）支給されたものは標準報酬月
額の対象となりますので、報酬に含めて報告をしてくだ
さい。この場合、前年７月１日～当年６月30日に支給し
た賞与等の支給総額の12分の１を基礎届等の各月の報酬
に加えます。
　「賞与等支給報告書DL」は、支給日（同月内に複数回
の支給があった場合は最後に支給した日）から５日以内
に提出してください。私学事業団より事前に送付した報
告書に記載のある加入者で、賞与等の支給がない人は、
報告書の該当列を二重線で抹消してください。
　また、電子媒体や電算用紙で報告する場合は、必ず加
入者番号と生年月日を確認のうえ提出してください。
　なお、賞与掛金等は、12月14日（木）受付分までを
12月の掛金等（１月送付）で調定する予定です。
※�年４回以上の賞与等を報酬に含めるのは、給与規程な
どによって年４回以上支給することが定められている�
賞与等です。通常は年３回以下の支給で、その年に限り�
年４回となった場合は「賞与等支給報告書DL」で報告し
てください。� 【業務部　資格課】

　積立共済年金を脱退し、受け取りを希望する際の締め
切り日は退職する月の前月25日ですが、退職（脱退）時
一時払掛金の払い込みを希望する場合は前々月25日とな
りますので注意してください。�【福祉部　貯金・貸付課】

　令和６年１月22日（月）送金分は５年12月28日（木）
が申込締め切り日となります。
　締め切り日（毎月15日及び月末）が土・日曜日又は休
日のときは繰り上がりますので注意してください。
� 【福祉部　貯金・貸付課】

賞与等支給報告書を提出してください

積立共済年金を脱退するときの
締め切り日に注意してください

貸付けの申込締め切り日に
注意してください

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.pmac.shigaku.go.jp/（私学共済ホームページ）
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私学振興事業本部
〒102 - 8145
東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

年  末  年  始  の  業  務
　私学事業団では令和５年12月29日（金）から６年１月３日（水）までの年末年始を休業とさせていただきます。
ご不便をおかけしますが、皆様のご理解とご協力をお願いします。

「月報私学」の表紙写真の募集
　本誌の表紙写真を私立学校から広く募集します。募集のテーマに沿った写真をふるってご応募ください。
採用させていただく場合には改めてご連絡します。

◆募集テーマ
　四季折々の季節感のある私立学校の学園風景

春季 入学（園）式、遠足、生徒総会、校外学習、卒業（園）式  等 秋季 運動会、体育祭、文化祭、コンクール、公開授業、学校説明会  等
夏季 短期留学、臨海学校、夏祭り、オープンキャンパス  等 冬季 クリスマス、進路講演会、百人一首大会、もちつき大会  等

◆応募形式
　デジタル、プリント、ポジフィルムいずれかの写真（5〜10 枚程度）
◆応募方法
　写真は、学校法人等名、担当者名及び連絡先を明記のうえ、郵便又はメールで送付してください。
◆応募の注意
　・写真は、原則返却いたしません。
　・応募作品は、著作権などの権利が応募時点で応募者に帰属するものに限ります。
　・�採用作品は、私学事業団が「月報私学」の表紙写真として使用し、冊子として刊行、私学事業団ホームページに掲載す

るほか、「月報私学」表紙写真の募集広告に使用することがあります。
　・�撮影対象の肖像権侵害などの責任は負いかねます。応募に際しては、必ず撮影対象者の承諾及び上記事項への使用許可

を得てください。
◆応募・問い合わせ先
　〒102-8145　東京都千代田区富士見 1-10-12　日本私立学校振興・共済事業団　企画室
　　☎03（3230）7811・7881　　Ｅメール　kikaku@shigaku.go.jp

　システムメンテナンスのため、私学事業団ホームページ上のシステムの一部について以下のとおり休止します。
　　学校法人ポータルサイト（ポータルサイト内のシステムを含みます）
　　　令和５年12月28日（木）17時45分～６年１月４日（木）10時
　　 e–マネージャ
　　　令和５年12月18日（月）17時45分～６年１月下旬（開始日は別途ご案内します）
　　　（注）�e–マネージャの休止期間中、大学ポートレートに掲載されている教育情報の更新はできません。
　　※�上記のページ以外は通常どおり閲覧が可能です。

ホームページ上のシステムの一部休止のお知らせ
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☎03（3230）7810・7811（企画室）　　　　　　　　 　（禁無断転載）

融資事業のご案内融資事業のご案内 詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm

問い合わせ先（私学振興事業本部）

融資部融資課　☎03（3230）7862～7864、7866～7868
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？
旧耐震基準で建設された校舎・園舎の建て替え事業（耐
震改築）や、防災（耐震）機能強化の補助金対象となっ
た改修事業（耐震改修）に、私学事業団の融資をご利用
いただくと、一定の要件を満たした場合、国の利子助成
が受けられます。
利子助成は二つのパターンがあります。

耐震化以外の校舎、園舎などの建築や土地の購入、機器
備品の購入なども融資の対象となります。施設設備の整
備計画の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

※�事業を行う学校の種類や事業内容により、利子助成の対象になるか、ま
たどちらのパターンになるかが決まります。

※�融資金利が0.5％以下の場合、パターン①の４年目以降、パターン②の
全借入期間の利子助成は行われません。

※�利子助成率の上限は大学等2.1％、高校・幼稚園等1.6％、専門学校・各種�
学校は0.5％です。

■主な事業と融資金利（令和５年11月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 ６年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％ 年％ 年％ 年％

1.90 1.50 0.90 0.70
寄宿舎などの
建築・用地取得 2.00 1.60 1.00 ―

園バスや備品
などの購入 ― ― 0.90

（5.5年以内）

0.60
※�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、原則として融資契約額が10億円�
以上の場合にご利用いただけます。
※�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

朝食付きプラン

取扱期間：令和６年３月31日まで
・全客室に空気清浄機・シモンズ製ベッドを導入しています。
・各客室にミネラルウォーターを用意しました。
・福岡市宿泊税200円が別途必要です。

１泊朝食付（１名１室／１名様）シングルルーム�6,400円～
１泊朝食付（２名１室／１名様）ダブルルーム� 6,350円～
１泊朝食付（２名１室／１名様）ツインルーム� 6,850円～

１名１室／１名様� 9,100円〜
２名１室／１名様� 8,500円〜
３～４名１室／１名様� 8,000円〜
取扱期間：令和６年３月31日まで

１泊２食プラン

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内 加入者のご予約は公式ホームページ
からの予約がお得です

〒381-0401　長野県下高井郡山ノ内町大字平穏7148　☎0269（34）2102
JR「長野」駅東口から、「志賀高原」行き急行バスで70分又は長野電鉄「湯田中」駅から
バスで40分、いずれも「蓮池ひろば」下車、徒歩５分

朝食（イメージ）　

〒810-0001　福岡市中央区天神4-8-15　☎092（713）1112（代表）
福岡空港･JR「博多」駅から地下鉄空港線「天神」駅下車、東１ｂ番出口から徒歩８分。
「西鉄福岡（天神）」駅から徒歩10分　https://www.hotelgp-fukuoka.com/

志賀高原　やまゆり荘

九州産の新鮮野菜を中心に朝カレー、辛子明太子などを取り揃えた
口コミでも人気の「朝食バイキング」が自慢の宿泊プランです。

志賀高原の雪は、湿気が少ないパウダースノーの雪質が特徴で、
18のスキー場があります。目の前がスキー場の「やまゆり荘」を
拠点に、志賀高原でのスキー合宿や卒業旅行をご検討ください。




